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 訪 問 学 級 よ り  

今年度の訪問学級は、高等部１年生１名・２年生１名・３年生１名の計３名、今年から 

全員が高校生です。１年生は４月11日の入学式にスクーリングで参加することができま 

した。いつもの様子と違う式典の雰囲気を感じたのか、表情が少し引き締まっていたよう 

に見えました。２年生・３年生はそれぞれの自宅で始業式を行いました。教頭先生の話や 

キーボードの音などをしっかりと聞いているように感じました。 

ご家族と情報共有する中で、体調を整えながら、今までの経験や学習で積み重ねた力を 

発揮して、それぞれのペースで学習に取り組んでいます。交流学級を中心に、学校行事や 

映像、手紙などで本校の皆さんと交流できることを楽しみにしています。 

小学部１年 中学部１年 高等部１年 

兵庫県立阪神特別支援学校 学校新聞 

 

はぐくみ  第 143 号 

発行日 令和５年７月 20 日 

発  行 兵庫県立阪神特別支援学校 

 

分教室１年 

中学部には 55 期生、

37 名が入学しました。

入学式には、緊張してい

た生徒も日に日に表情

がほぐれ、友だちと遊ん

だり、先生とコミュニケ

ーションを取ったり、教

室に安心できるスペー

スを見つけたり…、思い

思いの充実した日々を

過ごす様子が見られる

ようになりました。 

体育大会では、組体操

とダンス、徒競走を力い

っぱい頑張りました。初

めての体育大会はどき

どきとわくわくの連続

でしたが、終わった後は

みんなすがすがしい表

情をしていました。 

 遠足は「バンドー神戸

青少年科学館」へ。初め

ての校外での活動に、大

好きなお弁当！みんな

きらきらしていました。 

３年間の中で、たくさ

んの楽しいことに出会

い、新しいことにチャレ

ンジし、また仲間と一緒

に困難を乗り越えなが

ら、心も体も大きく成長

してほしいと思います。 

高等部に、52期生とし

て 67 名の新入生が入学

しました。 

入学当初は、新しい環

境に緊張の面持ちでし

たが、時間が経つにつれ

てその緊張もほぐれ、友

だちや教師と楽しくコ

ミュニケーションを取

る姿が見られるように

なってきました。 

入学後、初の行事とな

った体育大会では、クラ

ス対抗で「台風の目」や

リレーに取り組み、当初

の予定が悪天候による

延期のハプニングにも

負けずに、はつらつとし

た姿を見せてくれまし

た。 

高等部３年間の中で、

卒業後の進路選択に向

け、様々なことにチャレ

ンジし、充実した学校生

活を送ってくれること

を願います。 

 

 

 

 ９期生となる 16 名が入

学して、早くも１学期が終

わろうとしています。１学

期には、大きな行事である

武庫荘総合高等学校との交

流行事「文化祭」や神戸方面

を巡る宿泊学習を楽しむこ

とができました。いずれの

行事においても、分教室全

体や学年という大きな集団

での協力、チームワークの

大切さを学び、成功につな

げることができました。 

また日々の授業において

も、卒業後の社会自立、職業

自立に向けた学びを積み重

ねています。ビルメンテナ

ンスやものづくりに代表さ

れる Work の授業では働く

ための基礎体力やコミュニ

ケーション、各教科の授業

では卒業後の生活に大切な

知識を中心に学んでいま

す。大きな行事の成功体験

と、日々の学びを大切にし

ながら、更なる成長を期待

したいと思います。 

 

小学部に 61期生 16名

の１年生が入学してき

ました。 

 初めての授業に初め

ての給食。毎日が初めて

の連続の１年生ですが、

それぞれの児童が様々

な、初めてに挑戦し、で

きることが日々増えて

います。 

 ６月９日（金）の体育

大会では、５月から玉入

れとかけっこの練習を

積み重ね、本番では、ど

の児童も練習の成果を

発揮することができま

した。 

 ６月 20日（火）には、

１、２年生全員で「阪神

競馬場」に遠足に行きま

した。公園では、ふわふ

わドームやローラーす

べり台で帰る時間にな

るまで元気一杯遊ぶこ

とができました。 

 小学部での生活は始

まったばかりです。色々

なことに挑戦し、成長し

ていく児童たちを見守

っていきたいと思って

います。 

 

 進 路 指 導 部 よ り  

高等部３年生が６月 12（月）～６月 16（金）の５日間、高等部２年生が翌週の６月 19（月）～６月 23（金）

の５日間、校外で現場実習をしました。保護者の皆様には、日々の体調管理や実習中の送迎、反省会への出

席など、ご協力をいただきました。本当にありがとうございました。 

現場実習とは、生徒が福祉施設や企業などの実習先へ行って、実際に現場の雰囲気を感じたり、仕事を体

験したりすることです。 

 生徒にとっては初めての場所であり、初めて会う方々ばかりです。最初は緊張していても少しずつ慣れて

きた生徒、元気よくあいさつができるようになった生徒、真剣な表情で集中して作業に取り組んでいる生徒、

これまでよりも長い時間仕事を続けることができるようになった生徒など、いろいろな生徒に出会えました。 

 作業内容は事業所によって異なります。袋にシールを貼る作業、手芸制作、タオルたたみ、箱の組み立て、 

食品を作ったり盛り付けたり、清掃などいろいろありました。また、レクリエーション活動では、ヨガやウ

ォーキングをしたり、飾り作りなどの制作活動をしたりしている事業所もありました。 

現場実習は、卒業後の生活を体験できる機会、進路先を考える機会の一つです。しかし、実習だけでは卒

業後の進路を決めるのは難しいです。実際に様々な事業所へ見学に行って、進路決定の参考にして欲しいと

思います。 

事業所に見学に行かれる際、次のことを見ていただけたらと思います。一つ目は、雰囲気です。にぎやか 

な雰囲気の事業所もあれば、小集団で静かに作業している事業所もあります。 

二つ目は作業内容です。作業内容も様々で、作業を中心にしている事業所も 

あれば、余暇活動を中心にレクリエーションを取り入れている事業所もあり

ます。作業時間も事業所によって違います。三つ目は、送迎や給食の有無で

す。これからも、進路指導部から情報を発信できるように取り組んでまいり

たいと思います。 

 


